
平成˜Ÿ年š月š˜日 金曜日 (号外第�š号)官 報

（
議
長
）

第
二
条

意
見
聴
取
会
は
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
そ
の
指

名
す
る
職
員
が
議
長
と
し
て
主
宰
す
る
。

（
参
考
人
）

第
三
条

議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関

係
行
政
庁
の
職
員
及
び
学
識
経
験
の
あ
る
者
そ
の
他
の

参
考
人
に
意
見
聴
取
会
へ
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
利
害
関
係
の
疎
明
）

第
四
条

利
害
関
係
人
（
参
加
人
を
除
く
。）又
は
そ
の
代

理
人
と
し
て
意
見
聴
取
会
に
出
席
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
文
書
を
も
っ
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
利
害
関
係

の
あ
る
こ
と
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
服
の
要
旨
及
び
理
由
の
陳
述
等
）

第
五
条

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
は
、
最
初
に
不
服
申
立

人
又
は
そ
の
代
理
人
に
不
服
の
要
旨
及
び
理
由
を
陳
述

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

意
見
聴
取
会
に
お
い
て
不
服
申
立
人
又
は
そ
の
代
理

人
が
出
席
し
な
い
と
き
は
、
議
長
は
、
不
服
申
立
書
の

朗
読
を
も
っ
て
そ
の
陳
述
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

不
服
申
立
人
若
し
く
は
利
害
関
係
人
又
は
こ
れ
ら
の

代
理
人
で
あ
っ
て
、
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
書

面
を
提
出
し
た
者
は
、
意
見
聴
取
会
に
お
い
て
証
拠
を

提
示
し
、
又
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
長
の
議
事
整
理
権
）

第
六
条

議
長
は
、
議
事
を
整
理
す
る
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
陳
述
又
は
証
拠
の
提
示
を
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

議
長
は
、
意
見
聴
取
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
秩
序
を
妨
げ
、
又
は
不
穏

な
言
動
を
す
る
者
を
退
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
延
期
及
び
続
行
）

第
七
条

議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
意

見
聴
取
会
を
延
期
し
、又
は
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
延
期
又
は
続
行
を
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
議
長
は
、次
回
の
期
日
及
び
場
所
を
定
め
、

こ
れ
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
期
日
及
び
場
所
を
不
服
申
立
人
、
利
害
関

係
人
及
び
参
加
人
又
は
こ
れ
ら
の
代
理
人
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

（
調
書
）

第
八
条

議
長
は
、
調
書
を
作
成
し
、
当
該
事
案
の
記
録

に
つ
づ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、

議
長
が
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
案
の
表
示

二

意
見
聴
取
会
の
期
日
及
び
場
所

三

議
長
の
職
名
及
び
氏
名

四

不
服
申
立
人
又
は
出
席
し
た
そ
の
代
理
人
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

五

出
席
し
た
利
害
関
係
人
又
は
そ
の
代
理
人
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

六

出
席
し
た
行
政
庁
の
職
員
及
び
学
識
経
験
の
あ
る

者
そ
の
他
の
参
考
人
の
氏
名

七

弁
論
、
陳
述
又
は
こ
れ
ら
の
要
旨

八

証
拠
が
提
示
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
証
拠

の
標
目

九

そ
の
他
意
見
聴
取
会
の
経
過
に
関
す
る
主
要
な
事

項
（
記
録
の
閲
覧
）

第
九
条

不
服
申
立
人
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
事
案

の
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
加
人
そ
の
他

書
面
を
も
っ
て
当
該
事
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
の
あ
る

こ
と
を
疎
明
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
代
理
人
も
同
様
と

す
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
二
号

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第

三
十
二
条
の
十
三
第
二
項
、
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
及

び
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
採
石
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

採
石
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

採
石
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
八
第
二
号
中
「
汚
濁
水
の
処
理
」
の
下
に

「
、
脱
水
ケ
ー
キ
（
脱
水
処
理
に
伴
つ
て
生
ず
る
湿
状
の

岩
石
粉
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
処
理
」
を
加
え
、「
た

い
積
方
法
」
を
「
た
い
積
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
十
五
第
二
項
第
七
号
中
「
権
限
」
を「
権
原
」

に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第

九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

採
取
跡
に
お
け
る
災
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な

資
金
計
画
を
記
載
し
た
書
面

第
九
条
の
二
第
二
項
第
三
号
中
「
汚
濁
水
の
処
理
」
の

下
に
「
、
脱
水
ケ
ー
キ
の
処
理
」
を
加
え
る
。

様
式
第
十
五
中
「７

採
取
す
る
岩
石
の
用
途

」を「７
採
取
を
す
る
岩
石
の
用
途

」
に
、同
様
式
備
考
４
中「採

取
す
る
岩
石
の
種
類
及
び
数
量

」
を
「採

取
を
す
る
岩
石

の
種
類
及
び
数
量

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
５
及
び
備
考

６
を
削
り
、
同
様
式
備
考
７
を
同
様
式
備
考
５
と
し
、
同

様
式
備
考
８
を
同
様
式
備
考
６
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
採
石
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
採
取
計
画
の
認
可
の
申
請
及

び
法
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ

れ
て
い
る
採
取
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号

統
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
事
業
生
産
動
態
統
計
調
査

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

ガ
ス
事
業
生
産
動
態
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

ガ
ス
事
業
生
産
動
態
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
二
十
六
年

総
理
府
令
第
十
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
毎
月
」
を
「
数
量
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

は
毎
月
の
末
日
現
在
に
よ
つ
て
行
い
、
金
額
に
係
る
事
項

に
つ
い
て
は
四
半
期
（
各
年
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
四

月
か
ら
六
月
ま
で
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
及
び
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
各
期
間
を
い
う
。）の
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条

第
一
号
イ
中
「
月
始
」
を
削
り
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
月

間
」
を
削
り
、
同
号
ニ
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中「
月
間
」

を
削
り
、
同
条
第
三
号
イ
中
「
月
始
」
を
削
り
、
同
号
ロ

及
び
ハ
中
「
月
間
」
を
削
り
、
同
号
ニ
を
削
り
、
同
条
第

五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
月
末
」
を

削
り
、
同
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

託
送
供
給
高

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
四
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
三
項
及
び
第

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
一
号
中
「
又
は
ロ
」
を
削
り
、「
ハ
又
は
ニ
」
を
「
ロ
又
は
ハ
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ニ
」
を「
ハ
」

に
改
め
、「
超
え
る
用
紙
の
数
」
の
下
に「（
第
五
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
列
表
を
含
む
国
際
出
願
（
ハ

に
掲
げ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
配
列
表
を
特
例
法
施
行
規
則
第
十
九
条
の
二
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
出
す
る
も

の
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
列
表
の
用
紙
の
数
が
四
百
枚
を
超
え
る
と
き
は
そ
の
用
紙
の
数
を
四
百
枚
と
み

な
す
。）」
を
加
え
、
同
号
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
ハ
と
す
る
。

様
式
第
七
中
「2004年

１
月

」
を
「2006年

４
月

」
に
改
め
、
同
様
式
の
第
Ö
欄
中
「□

Ｄ
Ｅ
ド
イ
ツ
に
つ

□
Ｋ
Ｒ
韓
国
に
つ
い

□
Ｒ
Ｕ
ロ
シ
ア
に
つ

い
て
は
指
定
を
し
な
い

て
は
指
定
を
し
な
い

い
て
は
指
定
を
し
な
い

」
を

「□
Ｄ
Ｅ
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
な
い

□
Ｊ
Ｐ
日
本
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
な
い

□
Ｋ
Ｒ
韓
国
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
な
い

□
Ｒ
Ｕ
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
な
い

」
に
、「上

記
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
は
、

そ
れ
ら
の
国
々
の
国
内
法
令
に
基
づ
き
、
国
際
出
願
が
主
張
す
る
優
先
権
主
張
の
基
礎
と
な
る
先
の
国
内
出
願
の
効

果
が
消
滅
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
当
該
国
の
指
定
を
除
外
す
る
と
き
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
除
外
し
た
指
定
は
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
及
び
そ
の
よ
う
な
制

度
を
有
す
る
国
が
持
つ
国
内
法
令
手
続
の
結
果
に
関
し
て
は
、
第

Ö
欄
の
備
考
を
参
照
。

」を
「上

記
の
チ
ェ
ッ
ク
欄

は
、
出
願
の
際
、
国
際
出
願
が
第

×
欄
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
特
定
の
国
に
お
け
る
先
の
国
内
出
願
を
基
礎
と
す
る
優

先
権
主
張
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
国
の
国
内
法
令
に
基
づ
き
、
こ
の
先
の
国
内
出
願
の
効
果
が
消
滅
す
る
の
を
避
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
当
該
国
の
指
定
を
除
外
す
る
と
き
に
限
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
除

外
し
た
指
定
は
、
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。こ
れ
ら
の
国
が
持
つ
国
内
法
令
手
続
の
結
果
に
関
し
て
は
、

第
Ö
欄
の
備
考
を
参
照
。

」に
改
め
る
。

様
式
第
七
の
二
中
「J

a
n
u
a
ry
2
0
0
4

」
を
「A

p
ril
2
0
0
6

」
に
改
め
、
同
様
式
のB

o
x
N
o
.
V
D
E
S
IG
N
A
T
-

IO
N
S

中
「
□

D
E
G
e
rm
a
n
y
is
n
o
t
d
e
sig
n
a
te
d
fo
r
a
n
y
k
in
d
o
f
n
a
tio
n
a
l
p
ro
te
c
tio
n

□

K
R
R
e
p
u
b
lic
o
f
K
o
re
a
is
n
o
t
d
e
sig
n
a
te
d
fo
r
a
n
y
k
in
d
o
f
n
a
tio
n
a
l
p
ro
te
c
tio
n

□

R
U
R
u
ssia
n
F
e
d
e
ra
tio
n
is
n
o
t
d
e
sig
n
a
te
d
fo
r
a
n
y
k
in
d
o
f
n
a
tio
n
a
l
p
ro
te
c
tio
n

」
を

Ÿ—
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